
クリスマスコンサート新聞
 この日のために一生懸命練習し、また様々なアイディアを出し合って準備をして
 きました。胃腸病院に関わる全ての方々へ、熱い思いが届くことを信じて。
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川越胃腸病院 創立40周年　第22回クリスマスコンサート

参加してくださったすべてのみなさんのお陰で、無事に終了することが出来ました。
職員全員の力を集結した素晴らしいコンサートになりました。
佐野様、佐藤様も、本当にありがとうございました。

Suzuki          Fumiko

　会場内から自然とハミングが沸き起こり、
　本当に観客と一体となった演奏でした。

　まるで天使が舞い降りてきたような静かな入場。
　中盤から後半はノリノリで。最後はテープのサプライズも。
　看護部お見事！！

　小川部長の力作、リサイクルキャンドルが今年も大活躍。
　来年も光り輝く『Ｋ』でありますように・・・・。

カメラを切り替えて中継
リハーサル通り、全ての連携が、うまくいき
ました。１Ｆも２Ｆも同時に楽しんでいただけ
たのではないでしょうか。

インフルエンザ対策
消毒・マスクの配布・熱と咳の確認。
サブタイトルの「安心・安全のコンサート」を
実現するために。

衛生確認ですから、それこそ、
きれいどころが集まりました。

ＬＥＤライト

階段や踊り場
を、幻想的な
ライトで演出
しました。
容器はペット
ボトルなどを
再利用。
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